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織 沙久美

5月 号の “自然と仲間"が届いてパラパラと見ていると5月 30日 「野草料理

の応援に来て下さい (ス タッフ募集)の文字が目に入る。じつくり内容を読む

と 奈良・人と自然の会 が奈良市黒髪山「キャンプ・フィール ド」で小学生

中心のボーイスカウト、ガールスカウト、および引率者の団体を対象に行 う社

会貢献活動と知り、すぐに参加連絡をさせていただく。

当日、準備と打ち合わせのため 1時間前の8時 30分にキャンプ・フイール ド

に12名が集まつた。

献立を考え、材料を事前に採集し、下ごしらえをして西谷さんが持つてきてく

ださる。

10時、野外集会所に集まつた子供 30人と引率者 10人に私たちを紹介して、

西谷さんが野草の説明をされる。

これ何か知つてるかな?「カラスノエンドウ」

これは?「 ドクダミ」 これは?「イタドリ」・・・子供から答えが返つてくる。

野草はたくさん食べたらお腹が痛くなるから、少しだけ食べてね。

11時 15分子供たちは採集に出掛け、私たちは料理を始める。採集に行つた

子供達は残念ながら田植えの準備のため、きれいに草は刈られ採集が出来なか

つた。

献立は

豚汁 (豚肉、揚げ、ごぼう、大根、人参、せり、ねぎ)

水ぎょうざ (合い挽きミンチ、

'F、

キヤベツ、ニラ、ノビル、片栗粉)

天婦羅 (ユキノシタ、ヨモギ、ドクダミ、イタドリ、ヨメナ、ヤマミツバ、

ヤブガラシ)

イタドリの炒め物、ハチクの煮物、セリのお浸し、ツユクサの和え物、

フラビの煮物など

水ぎょうざは子供達に包んでもらう。皆、大喜びで上手に包み、茄でても

パンクしたものはなかつた。
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天婦羅を揚げていると男子一人、女子一人の子供がお手伝ぃをしたいと言

ってきて最後まで楽しそうに手伝つてくれた。

料理が出来上がり昼食にならた。殆どの子供たちは持参した「おにぎり」

だけで、こんなん食べたくないと言つていたのが、食べだしたら豚汁のお

かわり、ぎようざのおかわり、ハチクのおかわりと次々と美味しそうに食

べていた。中でもお母さんたちがこんな物が食べられるとは思わなかつた

とびっくりされていた。

13時 キャンプ場主催のヨモギ餅つきが始まり、子供達のヨイショ、

コイショと元気な声が聞こえる。

14時 30分終了式に今日の感想はと聞けば、食べ過ぎてお腹が痛いと言

う子供がいた。

帰りぎわすれ違う子供たちから「今日ありがとう」の言葉にさわやかな喜

びを感じた。お土産にヨモギ餅を頂戴して家路につく。

途中参加者全員でクーラーの入つた喫茶店でアイスクリームを食べ我に返

る。暑い一日だつた。暑いはず観測史上最高気温の 32.た と帰宅して知る。

楽しい一日だつた。
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東海自然歩道

“円照寺・白義寺コース"に参加して

合田 妙子

真夏を思わせる強い日差しの6月 16日 (水 )。 大和青垣山麓の山村御殿と円照寺

から奈良公園までの、のどかな田園をつなぐ日本最古の官道を辿るという案内状にひか

れ参加させていただいた。

円照寺の門前より崇道天皇陵を経て白轟寺へ地図、ノート、リレーペ、双眼鏡を携え

て出発。

イノモトソウ、ノアザミ、ヤブガラシ、ウツボグサ、ミゾカクシ、タプノキ、エゴノキ、ヌルデ、

ネジキ、ナナミノキなどいろしヽろな花や木の名前が飛び交う。中でも我家の大の散歩コー

スにある白い花を付ける木がシヤシヤンポだと判つたのです。シャシヤンポつて何と変わつた

名前だろう。正式な名前かしら?と帰宅後広辞苑を開いてみました。あつたのです !

漢字で(南燭)ツツジ科の常緑小喬木。関西以西の暖地の山地に自生。高さ1～ om。

葉は革質 卵形。6月 に長い壺状の自花を総状花序のつけ晩秋紫黒色に熟する液果

は甘酸うぱく食用となるとある。

それから面白くなり初めて聞いた名前を次々引いてみた。クララ(苦参)マメ科の多年草

クサエンジユ、羽状複葉、根は乾かして健胃薬、茎葉の煎汁は疏菜の駆虫剤茎の皮か

ら繊維をとり織物、紙とする。 ヒムロ(姫桂)檜木科の小喬木、枝は繁く葉は線形、シ

モフリシバともいう。等  々                   '
又虫こぶ(虫療)についても教えていただいた。アプラムシ、ハチ類、双翅類などの昆虫

が産卵寄生することにより発生、途中いろいろな虫こぶを見た。植物により形が違うのが

面白い。白豪寺近くではヤドリギの実物を目の高さで見、生い立ちを興味深く学んだ。

自然を護り、愛する人々との出会い自然の不思議や田植えの済んだ|ずかりの田園風

景から眺める生駒山、三笠山の美しさに感激。又、2年前の膝の手術後初めて長い距

離を歩き通した喜び、本当に楽しい有意義な1日でした。

ただ唯一後悔するのは、集合場所に行く前に駅のトイレに寄つたばかりに16番 目の参

加者となりこの原稿を書くことになつたこと!

これからも皆様の足手まとしヽこならないように参加させていただきたいと思います。よろし

くお願いいたします。
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森 林 整 備 作 業 ミ ニ 知 識

[下 刈 り ]

下刈りは、天然更新や人工造林による稚樹や苗本が、周囲の雑草本によつて被圧され、

生育が害されるのを防ぐために、雑草木を鎌や刈払機で刈り払う作業である。下刈りは、

種間競争の緩和を図ることである。人工林では植樹後 6～ 7年間毎年行なうこその季節は

7・ 8月である。「下草刈り」という用語がマスコミなどに使われているが、下草刈りは

農業用肥料をつくるために林内の下草を刈る作業を意味する語で、保育のための用語であ

る [下刈り]と は本来の意味が異なる。

[ノ る 切 り ]

つるの害は 2つ に大別される。 1つは林木の幹に巻き付いて幹に折損を生じさせる。

もう 1つは、樹冠をつるの葉が覆い光を違って、光合成を妨げる。これらの害を減らすた

めの作業である。 (ク ズ、フジ等)

[除 伐 ]

10～ 20年生と若い林で目的以外の樹種を取り除く作業をいう、すなわち、種聞競争

の緩和である。しかし、日本では除伐と問伐との区別がわかりにくくなっている。

世界の林業主要国のほとんどでは、除伐の定義は、目的樹種以外の木を中心に除去する作

業である。

[FE■ イJ屹 コ        :
込みすぎた森林を適正な密度で健全な森林に導くために、また徐々に収穫するために行

なう間引き作業.

間伐の目的は、大きく2つ に分けられる。 1つは込みすぎた林を適度な密度にして、各

個体が適切な成長を行なえるようにするとともに、森林の健全性を維持することにある。

成長の調節は材質の調節に結びつく。もう 1つは、本材の生産において、徐々に収獲をあ

げていくことにある。若い段階では、前者の要素が強いが、林齢が増すに従って後者の要

素が強くなる。両者は同時に達成される場合が多い。

人工林での間伐は、木材生産の面からだけではなく、 【環境保全の面からも非常に重要

な作業である】。例えば、ヒノキ人工林で聞伐していないと林内は非常に暗く林床植生が

見られなくなる。このような状態になると、ヒノキ落葉はりん片状の細かいために表層土

が雨水で流亡しやすく地力や水源涵養機能の低下に葉がる。 したがって、これを防ぐため

には間伐をして林内を明るくしt林床植生を導入する必要がある。その他にも間伐の効果

としては、雪害や風害など気象害に強く、また、崩壊防止に強い森林が造成される。

このように人工林にとって間仕は非常に大切な保育作業のひとつであるが、現在では人

工林 1000万 舞のうち緊急に聞伐を実行しなければならない30～ 40年生の森林面積

は30万錫を超え、間伐手遅れ林分が非常に多く、健全な林分として維持 していく上で大

きな問題となっている。これは間伐材が売れない上に、間伐経費が高い、作業員の減少・

高齢化、等々による。

(林分 :樹木の種類とその大きさや密度がほぼ一様な樹木の集団と、それらが生育して

いる土地を総合しての呼称 )

参考引用文献  [森林の百科事典]丸善悌  [森林インス トラクター養成講習テキス ト]

寺田正博
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